光の賛歌　印象派展
パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をたどる旅
東京富士美術館（八王子市）　2013.10.22〜2014.01.05
　19世紀後半に活躍した「印象派」の画家たちは、都会の喧騒を逃れて豊かな自然やレジャー客で賑わう行楽地での様子を描いているのが特徴である。
　本展覧会は、世界の著名美術館である「ボストン美術館」や「オルセー美術館」などからの数多くの「印象派の名画」が終結した貴重な催しである。
　「印象派」とは、”モネ、ルノアール、シスレー、ピサロらを中心とした画家たちのグループ”で、絵画の特徴は、”屋外制作による光を意識した明るい色彩表現と伝統的な絵画技法にとらわれない大胆な筆使い“である。
　展示作品の名画は、パリ・セーヌやノルマンディの水辺を舞台に描かれた「およそ80点」で、何れも画伯たちが追い求めた「光の中の風景」が主題である。
　主な展示作品は、ルノアール＜ブージヴァルのダンス＞（ポスターの写真）、シスレー＜モレの橋＞、シスレー<春の小さな草地＞、ピサロ＜小川で足を洗う女＞、モネ＜日本の橋＞、モネ＜アヴァルの門から見た針岩、エトルタ＞、モリゾ＜テラスにて＞、カユイボット＜トゥルーヴィルのレガッタ＞などである。
尚、本美術展は、今後、福岡と京都を巡回しての開催が予定されている。
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